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Beijo me liga ⇒ ポルトガル語
日本には多くの在日外国籍がる

多文化共生を目指し支援や交流の場を作る

多くの問題
〇当たり前が複数のルーツやアイデンティティにより奪われて
いる
〇権利を本当に保障されているのか？
〇日系人の現状が問題にあふれている
〇子どもたちは自分が何者であるのか悩む



多文化共生

国籍や民族など異なる人々が、互いの文化的違いを
認め合い、対等な築こうとしながら、地域社会の構
成員として共に生きていくこと

一人一人のルーツやアイデンティティを否定し奪うこ
とを決して許されない

同じ地球人であり、仲間である意識を育むことが重
要



私たちは日本に住む外国籍の子どもたちを対象に、支援活動や異文化交流を行うことを
主な活動としています。

日本で生活する上で、母国と異なる文化や言語である環境に
馴染めていない子どもが多くいます。

しかし、彼らは日本と母国 『2つのルーツ』を持ち、一緒に生活する『仲間』でもあります。
外国籍だからといって壁を作るのではなく『ひとりの人間』として、

彼らの文化を受け入れ多文化共生をめざしています。
国籍を超え交流する場所を作り子どもたちと関わる上で、

私達も新たな視点から自分たちを見つめ成長できる団体です！
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Beijo me liga 定例ミーティング

各訪問先での活動や
現在の状況の共有

子どもたちが抱える問題
日本における多文化共生

について考える訪問先での
アクティビティのプレ

子どもたちの視点を体験など

ブラジルにルーツを持つ
学生による

訪問先で使える
ポルトガル語を学習



訪問先

ブラジル学校 4校
（茨城１校、埼玉1校、群馬２校）

ブラジル、多文化コミュニティ（学習支援含む）
（神奈川、静岡、大阪、名古屋、岐阜）

学校訪問



大型イベント開催

6月 学内フェスタジュニーナ

2023年6月4日

参加者
Beijo me liga、東海大学生
各ブラジル学校及び訪問先の先生、生徒、卒業生、保護者
およそ100名

ブラジルの田舎祭りであるフェスタジュニーナを開催し
自分のルーツを大切にするきっかけづくり及び、
他コミュニティとのつながりづくり

参加者の声
「学校外の遠くに住む、同じようなルーツを持つ友達ができた」
「日本人の大学生がブラジルの文化を大切にしてくれてうれしい」



8月マルチカルチャーキャンプ

2023年8月25日～27日
およそ120名参加 4年ぶりの開催

参加者の声
「大学生と話す中で、新たに難しい日本語も知ることができました。
いろいろな人と会い、気付かなかった新しい考え方に
触れることができてよかった」

「これまでコロナ禍で大切なイベントができなかったけれど、
今回は参加できて友だちがたくさんできたし、日本語が上達した。
また参加したい」



学校行事への参加

ブラジルブース出展

国際フェア
展示、模擬店

建学祭



Beijo me liga 4つの力

伝統だけでなく
私たちのオリジナルを

挑み力

子どもたちと
どんな交流をするべきか

自ら考える力

学校行事だけでなく
イベント開催等も

支えあい成功させる

集い力

イベントや訪問

成し遂げ力
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誰にとっても
あたりまえの日常が

当たり前に
なることを願って
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